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米
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で
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よ
。

人

造
『

鳥
糞
』

を

製
造
す
る

の

は

重

要
な
る

工

業
の

二

で

あ

る
。

然
る

に

ペ

ル

ー

に

行

く
ε

同
じ

樣
に

多

量
の
『

鳥
羹
』

が
、

造
作
無
く

天
然

に

得
ら
れ

る
。

　
ぺ

贋
覇
の

岬

鳥
糞
』

が

名
物
ε

な
つ

だ
の

は
、

主
こ

し

て

下
の

三
つ

の

旅

因
に

依
る
、

即

ち
一

、

海

鳥
の

多
數
に

棲
息

せ

る

事
、

二
、

海

鳥
の

食
餌
セ
る

魚
類
の

豐
富
な
る

事
、

三
、

氣

候
の

乾

燥
せ

る

事
で

、

　一

ご

二

ご

は

勿
論
明

か

な

事
で

あ

る

が
、

氣

候
が

其

一

大
因
子
で

あ
る

事
は
一

寸
豫
想

外
で

あ

る
、

一

ご

二

の

状
態
を

具

備
し
て

居
る

所
は

、

多
々

あ
る

が
、

依
然

、

ペ

ル

ー

の
『

鳥

糞
』

が

其
聲

借
を

保
ち
つ

つ

あ

る

の

は
、

其
氣

候
に

因
る

の

で

あ
る
。

即

匂
週

層
ジ

の

如
く

乾

燥
の

度
甚

む
き

に

あ
ら

ざ
れ
ば

、

含
窒

素

成

分
は

化
む
て

ア

ム

モ

ニ

ア

こ

な
り
て

去
り

、

比
較

的

安

價
な
る
『

燐
酸

鳥
糞
』

こ

な
る

の

で

あ

る
。

　

所
謂
”

鳥
糞
』

ご

穩
せ

ら
る

よ

も
の

墨

中
に

は
、

鳥
類

、

海
驢
の

排

没
物

及

其
の

屍
、

鳥
卵

、

魚

等
の

堆
積
せ

る

も

の

を

も

含
む

。

鳥
糞
を
産
す
若

島
嶼
に

螢

集
す

る

鳥
は

＋
二

種
に

及
ぷ

も

其

主

要
な

る

は

鵜

（

〜

、丶

ミ
・

ミ
§

羹

§
ミ
航

鬘
ミ
ミ

b［

淒
。

巳
、

「
ペ

リ

カ

ソ

」

（

丶旨
笥丶
き
§
ミ
偽

ミ
ミ

ミ
ジ

ン、
ぎ
＝
宕

乙
、

カ

ツ

オ

ド
リ
（ト
の

ミ
象

ミ
ξ，
鰍

ミ
ミ
駁

日
工

三．
已
じ
ト）
、

「

ペ

ン

グ
ィ

ン

」

（

函
悟）

丶

ミ
萃

監
9
鶤

奪
←

噌、
さ

乱
＆

瓢

ζ

葭
豊

）

及
ウ

ミ

ツ

バ

メ

（

謡
ミ
鼠
蔑

ミ
ミ
←

ミ
、．
こ

ミ
b
曷

塗（）
色

の

五

種
で

あ

る
。

　

量
に

於
て

は

鵜
が

第
一

で
、

そ

れ

に

次
ぐ
の

が
「

ペ

リ

カ

ン

」

で

ゐ

る
、

他
の

三

種
ほ

大
分
こ

の

二

つ

よ

り

劣
る
。

　

鵜
は
ぺ

．
ル

ー

浩

海
の

、

南
方
に

徴
布
す
る

小
さ

な

島
々

に

多
い

が
、

｝
，

ペ

リ

カ

ン

L

は

反

對
に

北
方
の

稍
大
な
る

島
に

棲
息

す
る
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り

　

・

ず
カ

シ
L

の

最
も

多

島
は

罫
置
僻

嶷
ζ
蘿
六
度
二

＋

券
・

酋
經
入

＋

夏
＋

分
）

占
駿
臥
影
餅
（

南
緯
六

　

度
五

十
九

分
、

両

經
入

十
度
四

十
四

分
）

の

二

つ

で
（ 、
口

繪
に

示

し
た

る

は

H・
。

ぎ
い

富

レ

甘
。

蚕

め

有
樣
で

あ
る
り

、
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チ

ソ

チ

ヤ

　
　

何
故
に
「

ペ

リ

カ

ン

」

は

斯
く

北

方
に

多
く
、

南
方
の

鵜
の

多
く

棲
む

、

切

曁
Φ

雪
霧

（

南
緯
十
三

度
四

十
五

分
V

や

9
甘
。

苳
（

南

　

緯
ナ
三

度
三

十

八

分
ノ

の

諸
島
に

佳

ま
蹲

の

で

あ

ら

う
か

ご

云
ふ

に
、

元
豪
「

ペ

リ

カ

ン

」

は

甚
だ
入

を
恐
れ
る

が

た

め
、

南

方
諸
島

　
の

如
く

小

に

し
て

鳥
糞
採

取

者
の

常

に

群
集
す
る

所
ぞ

嫌
つ

て
、

稍
々

大
な

る

北
方
の

島
に

退
い

た
の

で

あ
る

。

　
　
冒
o
び
o
ω

参

〉

貯
Φ

誉

に

於
て

は

常
に

八

萬
朋

位
の

成
熟
せ

る
「

ペ

リ

カ

ン

」

を

見
る
。

彼

等
は

四

月
頃
に

産
卵
し

七
月
頃
に

其
雛
が

　
可
な
b
に

成

長
す
る
。

而
む

て

そ

の

繁
殖
塲
は

不

定
で

島
の

中
の

一

定・
し

た

所
で

は

無
い

。

　
　
ペ

ル

ー

政

府
は

其
一

大
富
源
な

る

鳥
糞
採
取
業
の

前
途
を

頗
る

憂
慮
し

、

是
等
有
用

鳥
類
の

保
護
に

は

甚
75
力

を
蠱
し
て

居
る
。

　
最
初

は

探
取

業
の

禁
止

期
を

設
け
る

目

的
で

是
等
鳥
類
の

繁
殖
時

期
を
調

査
し
た

が
、

其
結
果

、

其
時

期
が

區
々

で

夊
不

定
で

あ
る

　
事
が

明
か

に

な

り

途
に

輪
採

法
に

依
る

事
に

し
陀

即

ち

或
る

年
限
を

限
り
、

交
代
　
其
棲
息

す
る

島
に

探
取
人

を
入

れ

盻

事
ご

し

　
た

、

政
府
は

其
上

是
等
の

鳥
又
は

卵
を
探
る

も
の

を

重
き

科
料
に

處
す

る

事
ざ

し
陀

が
、

古
く

か

ら

此

等
の

鳥
を

食
用
ビ

む

叉
卵
は

　
食
用
以

外

卵
白

に

て

酒
を
清

澄
す
る

た
め・・
非
常
な
る

量
に

上
つ

陀

も
の

で
、

是
等
の

取
締
に

は

大

に

困
難
・

た
が

漸

次
良
巣

を
牧
む

　
る

に

至
つ

た
。
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